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土壌微生物によるディール ドリンの分解.

Dieldrin:DegradationbySoilMicroorgan･

isms.Matsumura,F.&G.M.Boush:Scienec

156,959･-961.1967.

,ある柾の出芽;･系投dl芥は 化学的に非7;引こ'R淀である

ため良く土砂 flに'lI71=.すると云われている.また細尚

やカビの生市にほとんど雌轡をあたえないという報告

も多い.ディールド.)ンはもっとも安定な殺虫剤の1

つと考えられ,そのため公告という立場からも問題と

なる薬剤である.ディーJt,ドT)ンを分解する微生物を

1rJるため本剤施用の土壌を各地から災め,その検累を

おこなった.

分朋･Tr1-の邦1次スク1)-ニングはすでに和LIS･した

(Science153.1278.1966).郡2次スク1)-ニングと

しては 10gの土矧 こ0.1/LmOl相当の HC-Dieldrin

(38.1/Eg)を少爪のアセトンとともに添加.筒を抜印

して 30°Cに保つ.30日後クロロホルムで仙山2回,

氾縮後,SilicaGel(H)TLC上で12-hexane/ether-

1:9で展開し,これをオートラジオグラフに供した.

その結果,ディール ド')ン以外に数柾のスポットが

得られた.これ らの分脈に関与する微生物としては

Pseudomonas屑細砕6印.Bacl'ttus屑細甫2粗 な

らびにカビの1位 Tn'chodermavlrfdeを得た.そし

てディール ドt)ンの微生物分脈の共通スポットが 1胴

村 られまた2,3の菌からは 6,7-trams-dihydroxy-

dihydroaldrinが狩られた,そのほかは供試矧 こよっ

てそれぞれ只なろスポットを和た. (上山旧則)

植物病原菌および腐生菌によるDDTの DDDへ

の変換.

ConversionofDDTtoDDD byPathogenic

andSaprophyticBacteria Associatedwith

PIants.Johnson,B.T..R.N.Goodman.and

H.S.Goldberg.Science,157,560-561(1967).

細菌による LIb'-DDTからfILI'-DDDへの変換につ

をて検討した.細掛 すんだく紋 10mJに DDTl00〃g

い加え,28oC嫌気および好只的条件･下に保ち.7およ

び14日目に DDD虫を GLCにて州正した.DDTお

よびDDDの同定は TLCで行なった.tJも芯した27和

の抑偶は DDTを分解する能力をもっていたが,好気

的条作Tでは数理の培養液中にDDDが認められるほ

かはほとんどDDDが認められなかった.しかし嫌気

的先L'ト下では DDT から DDD への変換は多く認め

られl:.一敗に DDT の DDDへの変換は14日のう

ち氾後の7rlr'T't】で放くあらわれたが,JYa〃tl10mOnaS

fLrCdouortLSなどではln初の7∩I.TILlに変抱が故かった.

,ltl･i(tH:J'/.ISarcJ'HalLLtCaI.i好仁(および.AWjtrrJ先l′I'/Fで

もDDTの代測卿 勿は検flは れflかった.CLosLrJ.dlltLm

sPoroge〃csは DDTの DDDへの変換他力は認めら

れなかったが,CI.♪asLeurianumは14日でDDT30FLg

を DDDに変換した.Azotobactcrsp.によるDDT

の DI)Dへの変換は認められなかった.Aerobacter

aerogenesは最初の7日でDDDの 20jLgが検出され

たにもかかわらず,その後の14日目では 12伸 しか検

出きれなかったので,DDDの代謝産物が生じたと考

えられる.ErlOl'ntasp.などの細菌では DDTの分解

と41-fJ<爪とには-Y･行脚係が存在するが,Xanthomonas

stcwarEl汀などでは姓Tfがよいのに DDD はごく微丑

しか検山されなかった.また ErwL'nfacILrySantheml'

などを眺試した場合には.GLCで未知のピークが'[;'f

に認められた.したがって,微生物によって DDTが

分m･きれた場合に末同定の代謝産物が生じると考えら

れる.k.fi諭として,椀物碍原菌および腐生荷が DDT

から DDDへの変換を invitroの嫌気的条件下で行

なうのは一般的な現象であるとしている.(江川 宏)

ヒメカツオプシムシの性誘引物質.

SexAttractantoftheBlackCarpetBeetle.

R.M.Silverstein,J.0.Rodin,W.E.Burkholden.

J.E.Gorman.Sclcnce157,851967.

ヒメカツ オプシ ムシ ALLagcnus mcgatoma

(Fabsicius)の牲誘引物門を叩肌 tl･anS-3,cl'S-5-

tetradecadienoicacidであることを確認した.すな

わち虫体をベンゼンで抽出し′100oC/0.1mmHgで蒸

留した.留出物の酸性部をエーテルで抽出し,荘慨ゲ

ルカラムクロマトグラフでエーテル河山分画を取り,

さらにイオン交換樹脂 (ACT-Ⅹ4Cl~!臼)カラムからメ

タノール水(3:1)で粥山した.その後括吐物TIをジア

ゾメタンでメチル化後,/JJlkガスクロマトグラフィで

T77性物Ilのエステルを8.000匹のqEから4mg打た.こ

のもののTI爪分Ufの紡郊親ピーク(P);238,p-OCH3;

207.p-CI7801Ⅰ;206,p-COOCH3; 179CI72COOCHs

+Il;74が見られまた IRスペクトラムからC-CH;

3.33/LC-0;5.74C-C八･枚･,6･03,6･18.C10-メ

チルエステル;8.00,8.35,8.60,cistrans共役二重

結合;9.85,10.18,10,54,CH213.90が見られ,lmax

232m/= 29,000の U.Ⅴ 吸収を示 し NMRでは 7

3.55-4.90(4H共役オレフィン)6.31(3Hsinglet
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COOCH8),6.98(2H doubletJ･7cpsC-CH些
COOCH3)7.88(2HquartetCH2些 CH=)8･72

亡くCH2)8⊃9.ll(3IItripletCH3-CH2)が確認された･

以上の結果より methy13,5-tetradecadienoateの

cJ'S.Lrans2只性休が考えられ, このことを確定する

ため以下の方法で2共性体を合成した.

Zn
C書tI.7CHO+BrCH2C≡CH→C8H17CHCH2C≡CHl

0H

芸芸 (cie･tT L7"CsH*誤 cp=T･ChHBrj,芸等 ,Br
-}

H
C87717C-C･C…CCIもCH20H

H

① CrO3/H2SO- H H
~ >C4HlTC-C･C-CCHtCOOCHl
(むCH2N2 H H

H2/Lindlar

この結果 methyltl･anS-3,cl'sl5-tetradecadienoate

が上述の分析紙米とよく一致し,したがってヒメカツ

オプシムシの性誘引物矧 まtyans-3,cl'S-5-tetradeca･

dionoicacidであると判明した. (桑原保正)

.トウヒノシントメハマ牛の雄に対する合成誘引物

質.

ASyntheticAttractantfortheMaleSpruce

Budworm Moth ChoListoneuTafumiferana

(Clem.).∫.A.FindleyD.氏.Macdonardand

C.S.Tang.Experientia23,377(1967).

工業用パル ミチン慨は,わずかではあるが, トウヒ

ノシントメハマキの雄に対して誘引性のあることがわ

かった.有効物質として 1.5kgの原料から2mgの結

晶性脂肪酸ニ トリルがえられ貿虫分析および合成物と

の一致から〝-octadecanenitrilと結諭された.この

ものおよびその同族体について,野外実験したところ,

各 1mg/トラップで実際の♀1匹ずつおいた場合と匹

敵する誘引性が認められ,これらの物質がこの昆虫の

雄に対して顕著な誘引性をもつことが明らかになった.

(古田一郎)

アワノメイガの栄養,アスコルビン酸.

Nutrition ofthe European Corn Borer,

OstrinianubiLaLis(Hubn.)Ⅴ.Ascorbicacid

asthecornleaffactor.G.M.Chippendaleand

S.D.Beck,Ent.Exp.& App1.7,241,1967.

アワノメイガを人工飼料で雑菌的に飼符すろ際,完

全に成育させるため,拾物さく汁の乾燥物が必要であ

り, この植物中に含まれる未知の要因をleaffactor

と呼んでいた.leaffactorを追究した結果,アスコ

ルビン慨であることが明からになった.一方小ま腫芽

を飼料に加えると幼虫の成育がよいことから,成育を

促進する他の因子が小麦腫芽に存在するように思われ

る. (石井象二郎)
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